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衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
曽
我
ひ
と
み
さ
ん
の
夫
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
氏
の
身
柄
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
、
二
及
び
四
に
つ
い
て

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合
衆
国
」
と
い
う
。
）
政
府
と
の
間
で
、
こ
れ
ま

で
に
も
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
合
衆
国
政
府
か
ら
は
、
�
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
は
現
に
服
役
中

の
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
で
あ
る
、
脱
走
し
た
千
九
百
六
十
五
年
に
公
訴
を
提
起
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
四
つ
の
重
大
な
罪

に
問
わ
れ
て
い
る
が
、
他
方
、
軍
法
会
議
は
い
ま
だ
開
廷
さ
れ
て
い
な
い
、
�
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
は
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の

地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
日
米
地
位
協
定
」
と
い
う
。
）
の
下
に
あ
り
、
合
衆
国
は
ジ

ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
の
身
柄
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、こ
れ
を
今
後
適
当
な
時
期
に
行
使
す
る
こ
と
に
な
る
、

�
た
だ
し
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
の
健
康
状
態
に
か
ん
が
み
、
引
渡
し
の
請
求
は
遅
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
の
趣
旨
の
説
明
を
受

け
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
の
身
分
を
ど
う
認
識
す
る
か
を
含
め
、
合
衆
国
政
府
か
ら
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏

に
つ
い
て
日
米
地
位
協
定
に
基
づ
い
て
引
渡
請
求
が
な
さ
れ
る
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
引
渡
請
求
が
な
さ

れ
た
段
階
で
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
見
つ
つ
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一



三
に
つ
い
て

「
第
三
国
で
脱
走
し
て
来
日
す
る
米
国
民
た
る
脱
走
兵
」
の
態
様
は
様
々
で
あ
り
得
る
の
で
、
当
該
者
が
日
米
地
位
協
定

上
の
「
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
一
概
に
述
べ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
当
該
者
に
日
米
地
位
協
定

の
個
別
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
当
該
者
に
係
る
個
別
の
事
実
関
係
等
に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と
に
な

る
。

五
に
つ
い
て

合
衆
国
政
府
か
ら
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
は
、
平
成
十
六
年
七
月
十
八
日
付
け
で
在
日
合
衆
国
軍
隊
に
配
属
さ
れ
た
と
の
説

明
を
受
け
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

合
衆
国
政
府
は
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
は
日
米
地
位
協
定
の
下
に
あ
る
た
め
、
適
当
な
時
期
に
、
日
米
地
位
協
定
に
従
っ
て
、

ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
の
身
柄
の
引
渡
し
を
請
求
す
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
で
、
ジ
ェ
ン
キ
ン
ズ
氏
が
、
日
本

国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
犯
罪
人
引
渡
し
に
関
す
る
条
約
（
昭
和
五
十
五
年
条
約
第
三
号
）
に
基
づ
く
引
渡
し
の
対

象
に
該
当
す
る
か
に
つ
い
て
予
断
を
も
っ
て
答
弁
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

二



七
に
つ
い
て

在
日
合
衆
国
軍
隊
に
お
い
て
合
衆
国
軍
人
が
脱
走
し
た
と
認
識
し
、
当
該
軍
人
の
逮
捕
に
つ
き
合
衆
国
軍
隊
か
ら
要
請
が

あ
る
場
合
、
こ
の
要
請
に
つ
い
て
は
、
刑
事
裁
判
管
轄
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
日
米
合
同
委
員
会
合
意
に
お
い
て
、

そ
の
逮
捕
が
予
想
さ
れ
る
地
の
最
寄
り
の
合
衆
国
軍
隊
の
現
地
憲
兵
司
令
官
が
、
我
が
国
の
当
局
に
対
し
て
一
定
様
式
の
書

面
に
よ
り
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

実
際
は
、
こ
の
よ
う
な
要
請
は
都
道
府
県
警
察
に
対
し
て
な
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
連
絡
経
路

に
よ
り
在
日
合
衆
国
軍
隊
の
軍
人
が
脱
走
し
た
旨
の
通
報
が
な
さ
れ
た
事
案
は
こ
れ
ま
で
も
存
在
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

も
、
逮
捕
、
自
主
的
原
隊
復
帰
等
様
々
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

あ
る
特
定
の
人
物
に
日
米
地
位
協
定
の
個
別
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
実
関
係
等
に
基
づ

き
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

三


